
  令和２年度 

（技術名）グリホサート抵抗性オヒシバの発生分布と数種除草剤による防除効果 

（要約）グリホサート抵抗性オヒシバは、サトウキビ畑、水田、果樹や野菜ハウスの周縁、住宅

地および道沿いにおいて発生が認められ、防除にはグルホシネート P ナトリウム塩液剤とアシ

ュラム液剤が有効である。 
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［背景・ねらい］ 

近年、イネ科雑草のひとつであるオヒシバ（Eleusine indica）において、グリホサート系除草剤

に抵抗性をもつ個体が出現し、世界的な問題となっている。グリホサート抵抗性オヒシバは、日本

でも報告されており（永井ら 2015）、沖縄県のサトウキビ畑においても発生が確認され、防除が難し

い状況となっている。そこで、今後の雑草防除策を講じていくために、本県におけるグリホサート抵

抗性オヒシバの発生実態を調査し、併せて、殺草効果の高い茎葉処理剤を検討する。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１． グリホサート抵抗性オヒシバは、沖縄県のほぼ全域のサトウキビ畑、水田、果樹や野菜ハウスの

周縁および住宅地や道沿いにおいて発生が認められる（図、表１）。 

２． 発生が確認された畑で数種類の茎葉処理剤を散布した結果、グルホシネートＰナトリウム塩液剤

とアシュラム液剤は殺草効果が高く、グリホサートカリウム塩液剤は殺草効果が認められない

（表２）。 

３． グルホシネートＰナトリウム塩液剤において、グリホサート抵抗性オヒシバの防除効果が高い散

布薬量は、10a あたり 1000～2000ml/水量 100L である（表３）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１． 本成果は、難防除雑草のグリホサート抵抗性オヒシバの防除に活用できる。 

２． グリホサート抵抗性オヒシバの発生調査は、2018～2019 年に行ったものである。未調査の地域

が残っており、今後の調査によっては本報告よりも発生地域が拡がる可能性がある。 

３． 発生実態調査では、グリホサート系除草剤散布後にオヒシバのみが生存し、他の雑草が完全枯

死している例を「グリホサート抵抗性オヒシバの発生あり」とした。そのため、散布時期や散

布量、薬剤名は一様ではない。 

４． 現在、グルホシネート系除草剤（グルホシネートＰナトリウム塩液剤、グルホシネート液剤）

のサトウキビへの適用拡大試験、残留農薬（GLP）試験が実施されている。 
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［具体的データ］ 

 

 

 

図 グリホサート抵抗性オヒシバの発生分布 

図は調査した全地域、白ぬきはグリホサート抵抗性オヒシバの発生がなかったことを示す。 

  

 

［その他］ 

課題ID：2012 農 009、2018 農 002 
研究課題名： 新たな時代を見据えた糖業の高度化事業、島嶼を支える作物生産技術高度化事業 

予算区分 ： 沖縄振興特別推進交付金  

研究期間（事業全体の期間）： 2016 年度（2012～2017 年度）、2018～2019 年度（2018～2021 年度） 

研究担当者： 比屋根真一、嘉数耕哉、山城梢、内藤孝、伊禮信、又吉康成、宮里政郎、棚原憲正、 

比嘉正徳、赤嶺伸一 

発表論文等： 比屋根ら(2017)、安斎ら（2020）日本雑草学会にて発表 

表２　各液剤処理によるグリホサート抵抗性オヒシバの殺草効果

液剤名 薬量/水量/10a 登録 2016年度 2018年度 2019年度

グルホシネートPナトリウム塩 1000ml/100L 無 100% 100% 100%
アシュラム 1000ml/200L 有 － － 100%

ジクワット・パラコート注） 2000ml/100L 有 100% － －

グリホサートカリウム塩 500～1000ml/100L 有 0% 0% 0%
2016年度と2018年度は農業研究センター作物班、2019年度は農業研究センター名護支所で実施。

薬剤処理は2016年9月14日、2018年5月9日、2019年12月24日。殺草率＝枯死数/生育本数ｘ100。
各処理区は３反復。－ はデータなし。登録はサトウキビへの有無を示す。

注)散布むらがあると残草となる場合がある。

処理区・薬剤名 薬量/水量/10a
グルホシネートPナトリウム塩 300ml/100L 9 a 180 b

1000ml/100L 0 b 0 b
2000ml/100L 0 b 0 b

グリホサートカリウム塩 500ml/100L 11 a 556 a
無処理 18 a 791 a

完全除草 0 b 0 b

表３　グルホシネートPナトリウム塩の処理濃度の違いによるグリホサート

抵抗性オヒシバへの殺草効果

本数（本/m2) 重さ(g/m2
）

薬剤処理は2019年12月24日、調査は2020年2月14日。処理時のオヒシバ草丈は

26cm。試験区は2m2
の３反復。異符号間においてTukeyHSD検定により５％水

準で有意差あり。
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表１ グリホサート抵抗性オヒシバの発見地点数
地域 サトウキビ 水田 野菜 花き 果樹 道沿い 住宅・空地等

伊平屋 1 0 1 0 0 0 0
本島北部 8 11 6 9 3 2 4
本島中部 5 0 2 2 1 1 5
本島南部 8 0 5 2 0 2 7
久米島 0 0 0 0 0 1 0
宮古 1 0 0 0 0 0 0
石垣 2 0 2 0 1 2 0
合計 25 11 16 13 5 8 16

　(n = 94)。


